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「スロー地震」(slow earthquakes)という言葉は、従来は、通常の同規模の地震にくらべて、震源時間

がやや長い「地震 (＝地震波を励起する現象)」に対して使われてきた (例えば, Beroza and Jordan, 

1990; 宇津, 2001)。しかし近年、基盤的地震観測網の構築によって、次々に新たな現象が発見される

ようになってきた (「スロースリップイベント」「深部低周波微動」「超低周波地震」など)。そのため

最近では、広義には「地震＝断層すべり現象」ととらえ、下記のような各種現象の総称として使われる

例も増えてきた。 

 

特に、近年発見されてきた現象の多くは、沈み込み帯プレート境界型巨大地震震源域の深部延長上や隣

接領域で発生しており、巨大地震発生と何らかの関連が考えられる。そのため、地震予知予測の観点か

らも、「スロー地震」は重要視されている。 

 

ここでは広義の「スロー地震」に含まれる各種現象とそれらに関する代表的な文献を挙げる。 

 

・断層クリープ (fault creep, creep events) 

 

例えば, Scholz (2002) 

 

・津波地震 (tsunami earthquakes) 

 

例えば, Kanamori, H. (1972); 宇津 (2001) 

 

・余効すべり (afterslip) 

 

例えば, Heki et al. (1997) 

 

・スロースリップイベント, ゆっくりすべり (slow slip events) 

 

例えば, Hirose et al. (1999) 

 

・深部低周波微動, 非火山性微動, テクトニック微動 (deep low-frequency tremor, nonvolcanic 

tremor, tectonic tremor) 

 

例えば, Obara (2002) 

 

・浅部超低周波地震, 深部超低周波地震 

 

例えば, Obara and Ito (2005), Ito et al. (2007) 
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